
 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 環境教育等促進法に基づく体験の機会の場 

株 式 会 社 相 愛（高知市） 

認定事業者名：株式会社相愛 

活動を行うようになったきっかけ 

様々な事業を行う中で培った地質や森林、

生き物などに関する知識や経験を地域の方々

に伝えていけないだろうかと考えていた中で

環境学習を提供する場を認定する「体験の機

会の場」という制度があることを知りまし

た。そこからプログラム作成や敷地の整備な

どを進め、2018 年 1 月に高知市から認定を頂

くことができました。 

活動として行っていること 

＜プログラム事例紹介＞ 

・薪割・丸太切り体験 

・火起こし体験＆竹で飯ごう炊飯 

・タケノコ掘り体験 

・昆虫観察会 

・リースづくり体験 

 

株式会社相愛は地質調査業を事業の柱として、高知の森林資源を活かした木質バイオマス事業や

地域振興計画づくりなどを行い、持続可能な循環型社会の実現を目指して事業を行っています。 

森林に興味を持ってもらうための薪割体験や丸太切り体験を始め、敷地内にある竹林を活か

した竹細工作りなどを用意しています。 

その他にも、敷地内の森林や竹林などの環境を活かした各種プログラムを実施しています。 

＜薪割・丸太切り体験のプログラム内容＞ 

まず、座学で森林の役割や課題、森林の活用事例などを学びます。その後、のこぎりを使っ

て丸太切りを実施します。 

丸太切りではのこぎりの使い方に始まり、木を切ることの大変さ、さらには木の硬さ・重さ

を肌で感じてもらいます。 



 
 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

                              

参加者の安全確保について 

野外活動の場合は、事前に対象エリアの巡回等による点検・整備を実施しています。 

イベント時には事前の注意喚起はもちろん、イベント中も安全担当のスタッフを数名配置して

運営にあたっています。 

スタッフは年 1回の救命救急講習を受講し、万が一に備えた訓練も行っています。 

 

体験の機会の場への参加の状況について 

地域や国、世代を超えた交流について 

毎年実施しているタケノコ掘り体験では、地元

で昔からタケノコ栽培を行っている専門の方を講

師に招き、竹の植生に始まり掘り方や食べ方まで

説明をしてもらうことで、将来世代への技や知識

の伝承につながっています。 

主に小学生を対象に薪割・丸太切り体験、竹細工作りの場合は、1組 40 名までを受け入れて

います。 

その他に学校などの要望に応じたプログラムや、親子で参加可能な敷地環境を活かしたプログ

ラムなどもあります。 

〔参加した方の声〕 

〇薪割・丸太切り体験に参加した子供の声 

森林がとても大切な役割（水をたくわえたり、動物を守ったり）していることが分かりま 

した。 

〇昆虫観察会に参加した保護者の方の声 

地域の自然環境がどのようなものか知れたことが大変うれしかった。 

森に入るのが怖かった（虫が苦手だった）がどんどん入ることができるようになった。 

薪割体験では、薪割機を用いて切った丸太を「薪」

という商品にしていきます。 

このように「薪」という形で木を利用する１つのモ

デルを知り、今後生活の中で自分がどのような形で木

を活用できるのかを考えていただきます。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境教育としての効果について 

直接触れるなどの体験をすることが、なんとなく苦手・怖いといったハードルを取り払うき

っかけとなっています。 

また体験を通して、生物多様性の重要性や地域課題の気づきとなっています。 

終わりに 

 

＜体験の機会の場の認定取得を検討している企業・団体の方へ＞ 

体験の機会の場をきっかけにして、参加者が自然環境に対する関心を持つことはもちろんで

すが、併せて会社がどのような想いで事業を行っているのかを地域の方々に知ってもらうこと

にもつながっています。 

＜参加者の皆様へ＞ 

体験を通して楽しみながら学び・考え・行動をして、将来にわたって人と自然が共存・共栄

していける持続可能な社会を一緒につくっていきましょう！ 

 

＜例＞リース作り体験から 

リース作り体験は、カズラと呼ばれる植物をリースの土台として、当社敷地内にある植物の

葉っぱや木の実を自身で集め、飾りつけをしてリースを完成させる内容です。 

クリスマスという季節のイベントと組み合せる

ことで、子供も大人も楽しむことができ、参加者の

増加につながりました。また日頃、山に入る機会

や、自然に触れる機会が少ない方が、飾りつけを目

的に植物をじっくり観察するようになり、そこか

ら名前や植生などの興味につながりました。加え

て、親子で一緒にリースを作ることで、親子のコミ

ュニケーションになったというお声もいただきま

した。 

 

所在地・申込み方法 

所 在 地   高知県高知市重倉 266 番地 2 

申込方法   各種イベントの情報については HPを御覧ください。 

相愛 HP： https://www.soai-net.co.jp 

 
お申込みについては電話又はメールで受け付けています。                  

TEL:    088-846-6700 

E-mail: head-office@soai-net.co.jp. 

 


